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南
牧
村
は
、
群
馬
県
南
西

部
、
長
野
県
と
の
県
境
に
近

く
、
標
高
差
の
あ
る
山
間
地

に
『
川
と
と
も
に
あ
る
地
域

愛
』（
吉
見
一
之
）
を
感
じ
さ

せ
、
昔
な
が
ら
の
日
本
の
農

村
風
景
が
色
濃
く
残
る
集
落

で
す
。
全
国
一
の
高
齢
化
率

69
％
で
も
知
ら
れ
、
人
口
は

１
２
２
３
人
（
令
和
８
年
５
月

時
点
）
、
児
童
・
生
徒
は
16
人

と
の
こ
と
。

　
え
っ
？

　
こ
れ
が
学
校
？

　　

一
見
す
る
と
老
舗
の
宿
の

よ
う
な
木
造
平
屋
の
が
っ
し

り
し
た
建
物
が
目
に
入
り
ま

す
。
玄
関
に
入
っ
て
も
ま
だ
、

学
校
と
は
思
え
な
い
独
創
的

な
造
り
で
す
。
中
に
入
っ
て

見
て
ま
わ
る
と
、
ア
リ
ー
ナ

（
体
育
館
）、図
書
コ
ー
ナ
ー
、

壁
が
な
い
教
室
ら
し
き
ス
ペ

ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
児
童
・

生
徒
と
教
員
の
姿
が
見
え
、

『
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
学
校
だ

！
』（
綾
亨
）
と
言
い
聞
か
せ

ま
し
た
。　
　

　

議
員
各
自
が
校
長
・
教
育

長
・
教
職
員
ら
と
校
内
各
所

で
話
を
交
わ
し
ま

し
た
。
『
創
意
を
凝

ら
し
た
校
舎
に
驚
き

を
感
じ
つ
つ
、
児
童

・
生
徒
の
減
少
が
気

に
か
か
る
』
（
大
沼

由
美
子
）
現
状
も
存

在
し
ま
し
た
。

　

『
教
育
は
、
未
来
へ
の
投
資

で
あ
る
』（
前
田
勝
利
）『
コ
ン

パ
ク
ト
な
校
舎
で
、
少
人
数
で

使
い
勝
手
が
良
い
感
じ
。
ま
だ

２
年
、
今
後
が
楽
し
み
』（
青

沼
弘
）
で
あ
り
、
南
牧
村
の
未

来
と
し
て
、
歴
史
を
重
ね
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　

住
民
か
ら
「
人
口
が
減
少

す
る
の
に
新
し
い
校
舎
を
つ

く
る
の
は
ど
う
か
？
」
と
の
声

も
あ
っ
た
と

話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
保

護
者
・
住
民

の
理
解
、
支

援
を
得
る
こ

と
に
力
を
注

ぎ
、
こ
の
事

業
を
一
歩
一

歩
進
め
て
き

た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。『
教
育
委
員
会
が
、

住
民
・
議
員
ら
全
方
向
へ
理
念

を
語
る
姿
勢
が
土
台
』（
木
村

諭
史
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

新
た
な
校
舎
で
新
た
な
歴

史
が
始
ま
り
ま
し
た
。
開
校
に

至
る
過
程
で
、
校
名
・
校
章
・

校
歌
を
公
募
し
、
審
議
を
得
て

決
定
し
た
と
聞
き
ま
す
。『
こ
の

プ
ロ
セ
ス
は
地
域
の
結
束
を
強

め
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
』

（
小
久
保
利
佳
）
と
確
信
し
ま

し
た
。

　
こ
の
地
域
の
宝
と
し
て
永
く
残

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
、

新
島
村
式
根
島
の
学
校
の
在
り

方
を
考
え
る
う
え
で
、
貴
重
な
知

見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ん
も
く

　
　 
学
園

綾　

亨

保
護
者
・
住
民
の

理
解
・
支
援
が

決
め
手

地
域
の

　大
切
な
「
宝
」

��




